

























 表 1 は上町地区における経営耕地面積の推移である。これを見ると 1960 年から 1970















表 1：上町地区 経営耕地面積（単位：a） 
 計 田 畑 樹園地 
1960 年 19,348 17,753 1,617 3 
1970 年 19,440 16,880 1,260 1,310 
1975 年 20,271 14,710 884 4,677 
1980 年 19,181 14,392 917 3,872 
1985 年 18,609 14,299 900 3,390 
1990 年 15,809 13,589 873 1,347 
1995 年 13,786 12,314 751 721 
2000 年 13,680 11,564 864 1,252 
2005 年 9,991 8,771 552 668 
2010 年 11,005 9,942 584 479 
（出所：農業センサスより筆者作成） 
 
表 2：柳田村における農地開発地区の栗生産量の推移（単位： t） 
 1970 年 1973 年 1975 年 1978 年 1980 年 1983 年
柳田村 - 6.4 15.6 65.0 40.8 71.0











































市、柳田村）、珠洲地区（珠洲市）などの 5 地区で行われ、昭和 60（1985）年で総面積
1,419ha になっている。その内、実際に栗の栽植可能な土壌改良面積は 819ha にもの
ぼり、農地造成面積の約 57％となっている。昭和 60（1985）年までの栗植栽面積は
801ha で約 700 戸の栗栽培農家が農地開発地区で栗栽培を行っているが初期に植栽し
た地区から一部で廃園も出はじめ、多くの問題を抱えながら進んでいた。 





しかしながら、栗の収穫量は昭和 56（1981）年には 499 t であったが、昭和 53（1978）







表 3：上町地区 農家数（単位：戸） 
  1960 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 
総戸数 254 231 - 224 - 225 - 215 - 190
総農家数 246 216 193 190 178 165 155 156 106 87
（出所：農業センサスより筆者作成）
 







A さん（神和住、男性、61 歳） 
パイロット事業は栗づくりをやっていた人が多かった印象であるが、失敗だと感じて
いる。現在上町地区で栗栽培をやっているのは 5 軒ほどだ。 
B さん（神和住、男性、73 歳） 
昭和 55（1980）年頃に持ち山のうち 3～4 町（3～4ha、9,000～12,000 坪）を用いて
パイロット事業に参加した。神和住と中斉を合わせて 80 戸中 21 戸が栗農家となって
いた。栗のほかにもクワやカキを育てた。 
C さん（寺分、男性、69 歳） 




D さん（上町、男性、77 歳） 




た。自分の栗栽培の期間は 30 年ほどで、面積は 1 町（1 ha、3,000 坪）。多い時は 10 t





























子を見る。この間 B さんは毎日生長の様子を見に行くそうである。 
 
表 4：栗づくりの年間工程 
1 月 剪定 7 月 防虫 
2 月 剪定、（下旬）接ぎ穂、焼却 8 月 防虫 
3 月  9 月 収穫 
4 月 接ぎ木 10 月 収穫 
5 月  11 月 （半ば頃）お礼肥、（下旬～）苗植え
















栗の栽培はやらなければならないことがあり、11 月の終わりから 12 月のはじめにかけ





 栗の品種は政府の統計データに記載されているものだけでも 40 種類以上あり、収穫
時期によって 3 つに分けられる。早生栗は 8 月下旬～9 月下旬、中生栗は 9 月下旬～10
月中旬、晩生栗は 10 月上旬～10 月下旬に収穫できるとされている。このうち B さん
のお宅で育てられている栗は 5 種類で、収穫時期は以下のようである。 
9 月初め  … 丹沢、ぽろたん、伊吹、紫峰 
  10 月初め … 石鎚 
 丹沢、伊吹、石鎚はメジャーな品種でパイロット事業によって造成された栗園でもそ
れらに加えて筑波が主に植栽された。なお石川県内での品種構成割合をみると、概ね、




















 収穫時期になると今度はイノシシが実を狙ってやってくるが、これに対しては 1 秒間
隔で 6,500 ボルトの電流が流れる電気柵を二段にわたって畑を囲うように設置し侵入
そのものができないように対抗する。電気柵を二段にすることはイノシシが飛び越えて




 むき栗は 1kg ずつナイロンに入れ、大匙 1 杯の塩と水を入れる。それを発泡スチロ




















ではないかと感じた。    
38 
 
B さんは、栗づくりは大変ではあるけれどやりがいや達成感は大きく、仕事である一
方趣味のようでもある、ともおっしゃっていた。手間暇をかけるからこそ得られる心満
たす感情のパワーが、次第に愛着へと繋がり、今となっては生活の一環にさえ溶け込ん
でいるのだということを強く教えていただいた気がする。 
 
6．おわりに 
栗の栽培は一年の間にさまざまな工程を必要としており、それはまさに根気との勝負
と言える。栗の種類によって収穫の時期も違えば除草剤は年に数回にわたってまかなけ
ればならないし、なにより外敵も多く駆除が大変である。そうであるからこそ栗づくり
は大変奥深く、そしてとても興味深い。この調査実習を通してそういった栗の魅力、さ
らには上町地区の様々なすがたを知ることができ、貴重な経験をさせていただいたこと
をとてもありがたく思う。現在、上町地区における栗農家は数少なくなっており、後継
ぎもなかなかいないのが現状である。栗栽培は最初こそ国の政策として始まったかもし
れないが、今後は栗栽培をやりたいと進んで手を挙げる人物がどんどん現れ、この地区
における栗とのつながりが絶たれることなく後世へ引き継がれていくようになること
を願わずにはいられない。 
 
 
  
